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2009 年･･･ 
横浜でお逢いしましょう！

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ケンサ EXPO’09” テーマソング 「いっとこ、やっとこ、ケンサ」

 

 第 58 回日本医学検査学会・ケンサ EXPO’09   2009 年７月 31 日～８月１日 横浜市 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今年の学会は北海道でした。 
そして、平成 20 年度表彰の会長賞は、北海道利尻島国保中央病院に勤務されている辰見光技師が受賞され

ました。ところで、北海道といえば皆さんは何を思い出しますか？ 

蟹、鰊、鮭、柳葉魚、雲丹･･･食べ物しか思い浮かびませんか。 
食べ物では＜米＞と＜コーヒー＞が有名です･･･ 

“それは違う”と思われるでしょうが、北海道の＜米＞は、ある事で北海道を日本１番 
にした立て役者なのです。それは、自給率 201%を誇る食文化です＜２位の県は 150% 
程度＞。しかし、失業率や経済状況では最悪です。北海道で開催された“食の祭典”か 
ら下り坂をコロコロ落ちていった感じがします。一般的には「政治」が悪いということ 
でしょうか？  
食べ物以外では何を思いだしますか？ 五稜郭、榎本武揚、土方歳三、屯田兵･･･今年は丁度、榎本武揚が没して 100 年にな

ります。榎本は、1854 年に東西及び北蝦夷地(現サハリン)の巡視に同行した時にはじめて北海道に渡りました。 
時に 19 歳･･･北の防衛線とする重点地区にまして“北の大地”の魅力に思いを寄せるようになり、1868 年の鳥羽伏見の戦いの

おりに 2000 の将兵を率いて五稜郭を基点とする北海道の独立を目指し共和国家を夢みました。翌年、新政府は、この榎本の嘆

願を蹴り討伐に向かいました。そのとき、死を覚悟した榎本は、かつてオランダ留学で学んだ「海の国際公法」を新政府軍の黒

田清隆に届けました。この時点で五稜郭は開城され、戦争は終焉になり、東京へ護送されます。 
政府は榎本の才能と知識を認め、処刑はせず 1872 年に放免しました。そして、北海道の鉱山調査を命じました。これが基と

なり北海道は石炭王国として開花しました。 
有能なあまり、次第に開拓使顧問との対立により、北海道を離れ、ロシア領土問題特命全権公使としてロシアへ赴任し「樺太

千島交換条約」をまとめ調印へと導くことになります。その後、大臣を歴任しながら北海道の開拓を行いました。73 歳の生涯

を閉じたのは、1908 年 10 月 26 日のことでした。 
これとは別に“北の守り”で、あまり知られていない歴史があります。 

 榎本武揚が活躍した 60 年も前の 1807 年、先ほどのロシア帝国は、鎖国体制の日本に対し通商を執拗に求めていました。 
そのためロシアは実力行使に出、略奪行為や放火を行いました。 
幕府は松前藩とは別に西蝦夷地直轄を決め、寒さに強いはずの津軽藩士を“北の守り”として派遣しました。これによりロシア

の脅威は減少したものの、寒さと食の守りが出来ず「水腫病」が藩士の半数以上を殺しました。 
 翌年、津軽に代わり会津藩士 622 名が宗谷(現稚内)へ赴任、そのうち 252 人が「利尻島」へ渡りました。このうちの８名は利

尻島で没し、現在「会津藩士顕彰碑」とともに墓が建てられています。 
 ところで「水腫病」の薬は何でしょうか？ 

答えは「コーヒー」です。コーヒーは野菜不足を補えるものとして、1800 年当初からすでにオランダ医学が実証しており、

日本でも理解されていました。1850 年代になり、やっと幕府はコーヒーを配給しましたが、飲めずに死んだ兵士が多かった事

になります。 
北海道には、当時からアイヌ民族（アイヌとは差別用語ではありません－アイヌ民族の方々は、この名称を使用する運動を展

開しています）が暮らしていましたが、その寒さをはじめとする越冬対策は北海道以外の藩士は知るよしもない知恵なのです。

しかし、画一的に管理された集団(軍隊)は個人の知恵を活かせず、軍隊に所属しない個人の探検家である間宮林蔵や松浦武四郎

などは立派に生き延びています。このような歴史から、 
◆ 敵とはいえ、日本の将来を考え、有能な知識と頭脳を無駄にしなかった黒田清隆の知恵･･･ 
◆ 北海道の環境の厳しさとともに、どのような環境においても生き延び、国家に貢献するための個人の知恵･･･ 

が学びとれます。ところで、このレポートでの“自己申告”に生涯教育研修制度の点数を付与する知恵は･･･ 
 次の学会は神奈川県ですが、すでに“ケンサ EXPO’09”のテーマソング「いっとこ、やっとこ、ケンサ」も完成しています。

今回の学会のテーマである“道”がどこへ繋がるかを早く見たいものです。 
“道･･･タオの世界”へ繋げる知恵があるでしょうか？ 

北の旅人として･･･こんなことを自習させていただいた学会でした。学会を担当された皆様、お疲れ様でした。 
                            【高田鉄也】 

 

 稚内から利尻島を望む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


